
推奨する工法のイメージ
停滞水を防止する施工並びに末端バルブまで水量･水圧が適正なものである必要があります。
消防署・水道局との打合せのもと設計してください。

１F

停滞水防止バイパス工法
第１ヘッダーから第２ヘッダーへ繋ぐバイパス工法により、
末端の水栓を使用することで常に新鮮な水が循環し、
停滞水が防止できます！

主管

第１ヘッダー 第２ヘッダー
ヘッド

水圧･水量確保の為、１系統以上ヘッドを設けず、
ストレートで第２ヘッダーの接続口まで繋げて下さ
い。水理計算も簡単に出来ます。( 推奨は２系統 )

架橋ポリ管20mmは水量の計算上※、同一放水区域はヘッド2個単位で
配置する必要があります。ヘッダーから分岐配管を行ってください。

※  給水管内を流速2.0m/s としたとき、口径20mmは流量38 L/min、25mmは60L/min です。ヘッド１個に付き15L/min必要ですので同一区域に20mmの場合2個、25mmの場合4個ということになります。
　  内装制限が準不燃材料に満たない場合は、消防法により制限がある場合がありますので、消防機関へ事前の確認が必要です。
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主管

第１ヘッダー 第２ヘッダー
ヘッド

ヘッドを設けず、
１系統以上接続してください

この青の系統の水理計算を行なってください。
他の系統も水は流れますが、一番水量・水圧の多
い系統ですので実質の水理計算値になります。
設計で廊下などの上にストレートで配管してくだ
さい。 水道局によって末端のスプリンクラーヘッドなど

の水理計算を求められる場合は、最終区間までの
配管は、青のラインを計算し、最終区間のみヘッ
ドまでの緑のラインの配管を計算してください。

第 1区間

第２区間(最終区間)

ヘッドを設けず、
１系統以上接続してください

第 1区間 第２区間 ( 最終区間 )

アクアマーメイド
ボックスセット

アクアマーメイド
ヘッダー

継手セット・
スプリンクラーヘッド

ＨＩ樹脂管 25mm
など

架橋ポリエチレン管
20mm

架橋ポリエチレン管
13mm


